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翼を持った悪戯元素の秘密
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「水銀はとても有用な物質だ」と言ったら、大きな批判を受けるかもしれない。水銀の
毒性は一般にも広く認識されているが、一方でその物理化学的な特性から、さまざまな
「測る」場面で活躍し、その利便性を我々に提供してきたという側面、歴史がある。

●液体として存在する金属
水銀が常温（20℃）で液体である唯一の金属元素ということはよく知られている。

実際は、低融点の金属元素は少なくないのだが、地球の平均気温が15℃程度だった
ため、融点がマイナス39℃の水銀の特徴は際立って見える。また、沸点は357℃であ
り液体としての温度幅が広いため、体温計をはじめとした温度を測るのに好都合で
あった。水銀は、金属なので熱伝導が高く、そのため応答も早い。そして膨張率が大き
く、かつそれが広い温度範囲で一定であるといった特性により、冷凍庫の庫温から天
ぷら油の油温まで我々が日常生活で取り扱うほとんどの温度を、水銀で計測すること
ができる。

●「重い液体」としての活用
温度だけでなく圧力を測る場面にも、

水銀が使われている。水銀は重金属なの
で比重は「13.6」、つまり水の13.6倍の
重さがある。「重い液体」というその特徴
から、水銀はさまざまな圧力計測に利用
されているが、それには圧力計の原理
（イラスト参照）が関係している。一般に
圧力は、2つの圧力状態の差として計測
され、液面の高さの差はその液体の比重
に反比例する。水を入れた管で一方の
圧力を1気圧分高めると、液面の差は

約10mとなり、その高さを測るのは大変であるが、中に入れる液体を水銀にすると、
液面の差が約76cmと小さくなり、高さの計測が容易になる。

この原理が最も普及したのは、血圧の測定であることは間違いないだろう。血圧
は、日本の計量単位令に基づき、水銀柱ミリメートル（mmHg）という非SI単位を用
いることが定められている。ちなみに血圧100とは、水銀で100mmの高低差を生じ
る圧力になるが、これを比重が1の水で測定しようとすると、高さが1.36mにもなり、
取り扱いに支障が出る。最近では電子血圧計に切り替えられてきている水銀血圧計
だが、その利便性に加えて軽量かつ電源を必要としないしくみのため、途上国や屋外
診療が必要となる紛争地等の医療現場では、まだ活躍の場がある。

●「導電性」や「表面張力」も活用する
水銀の用途は他にもある。水銀が金属としての導電性を持つことを利用して、加速

度センサーや傾斜センサーとして電気回路に組み込まれたスイッチなどに応用されて
いる。また、水銀の大きな表面張力を利用して、物体表面の細かな孔の量を計測する
水銀圧入法という手法が、研究目的に用いられている。このように、水銀が持つ物性・
特性は様々な計測器で利用されている。

●そして新しい時代へ
こうして有用とされてきた水銀計測器であるが、「水銀に関する水俣条約」では、

温度計、気圧計、湿度計、圧力計、血圧計の5種類について、2020年で製造・輸出
入が禁止されることとされた。法律上、販売・使用・所持が禁止されるわけではなく、
また必須用途については免除されることもあるが、いずれにしても、できるだけ
水銀を使わない社会に向けて、すみやかに代替製品への切り替えを進めていくこと
が我々に求められる時代になってきた。

便利な計測器は水銀のおかげ
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